
八戸市子ども食堂支援事業費補助金
●対 象 市内で子ども食堂を新規に開設する団体（年6回以上開催）
●支 給 額 1団体当たり上限10万円（事業実施初年度に1回限り）
●申込方法 12月12日（金）17時（必着）までに申請書などを郵送または直接提出

八戸市子ども食堂等物価高騰対策支援金
●対 象 ①市内子ども食堂実施団体（年6回以上開催）
　　　　　 ②八戸こども宅食おすそわけ便主催団体（年5回以上開催）
●支 給 額 ①1団体当たり上限50万円
　　　　　 ②1団体当たり上限6万円
　　　　　 ※①②1回の開催につき1万円支給
　　　　　 ※同一団体が①②の2事業を行う場合、それぞれの支援金が申請可能
●申込方法 12月12日（金）17時（必着）までに申請書などを郵送または直接提出

子ども食堂などの新規開設や運営を支援します� モ問子育て支援課 Ｔ43-9342 

　市では、市内で子ども食堂などを実施する団体に対して、その開設や運営にかかる経費の一部を補助しています。

詳しくは
こちら

ひとり親家庭等就業支援講習会受講者募集 モトこども家庭相談室 Ｔ38-0703
　　青森県母子寡婦福祉連合会 Ｔ017ｰ735ｰ4152

パソコン講習会（個別指導） 医療事務講習会 介護職員初任者研修

日時

8/22(金)〜11/25(火)
開講日・閉講日 18：30〜20：30

その他 受講生と講師との調整による
（全34時間）

8/30〜11/22
の各(土)
(全10回)

10/26〜1/25
の各（日）（月）

場所 ベストフレンドICTスクール（内丸） ニチイ学館
八戸番町教室

ニチイ学館
八戸根城教室

定員 7人 8人 1人

申込期間 7/1（火）〜7/31（木）

キャリアカウンセリング

内容 個別面接により就職活動を
支援（1〜2時間程度）

場所 はちふくプラザねじょう他

申込期間 通年

【共通】　●対　　象 ひとり親家庭の親または子、寡婦 ※定員超過の場合は書類選考などあり
　　　　●受 講 料 無料（教材費など一部負担あり、自己都合で受講を中止する場合、受講料の本人負担あり）
　　　　●申込方法 申込書（こども家庭相談室で配布）をこども家庭相談室または青森県母子寡婦福祉連合会に提出

詳しくは
こちら

子どもの医療費を助成します� モ問子育て支援課 Ｔ43-9428

　市では、子ども医療費給付事業として、市内の高校生年代までの子どもの通院・入院の医療費の一部負担金（保険適用分）を
助成しています。
　現在資格をお持ちでない人が新たに助成を受けるためには、申請が必要です。手続きが済んでいない人で対象になると思
われる世帯には、6月中旬から順次申請書類を送付していますので、内容を確認し申請してください。

詳しくは
こちら

※返信用封筒を同封しますので、郵送での申請にご協力ください。
※�申請書類が届いていない子どもも対象になる場合がありますので、詳しくはお問い合わせいただくか、
市ホームページをご覧ください。
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名称 日時・場所 対象・定員 内容・持ち物 申込期間 申し込み先
問い合わせ先

妊
産
婦
な
ど

相
談

はちまむ相談
（母子健康相談）
� O☎X

（月）～（金）　※（祝）を除く
8：15〜12：00
13：00〜17：00

助産師・保健師などが妊産婦や乳幼児の保護者の心身の健康、子育
てについて面談・電話・オンライン相談で応じます。

（はちまむとは、八戸のママたちを応援・相談する所です）

すくすく親子
健康課
Ｔ38-0711

交
流
会

はちまむサロン
（妊産婦交流会）�
 要申込 

18（金）10：00〜12：00
妊婦と産後4か月ごろ
までの産婦
●定員 10組

妊産婦が交流する場です。
●持ち物 母子健康手帳 前日まで

オンライン相
談は、市ホーム
ページからも
申し込み可

ケ
ア

産後ケア事業
 要申込 

随時（施設受入可能日）
受託医療機関など

育児不安などのある
産婦と赤ちゃん

日中の通所型や宿泊型のケア
※利用料一部負担あり 1週間前まで

乳
幼
児

相
談

赤ちゃん健康相談
� X 9（水）

受付 9：45〜10：00
終了は12：00ごろ

生後4か月〜1歳未満 身長・体重測定、子育てや
離乳食についての相談
●持ち物
母子健康手帳、バスタオル

申し込み不要

すくすく親子
健康課
Ｔ38-0712

よちよち健康相談
� X

1歳〜2歳ごろ

2〜3歳児発達相談
のびのびクラス
 要申込 � X

17（木）9：30〜15：10
（初回相談 14：00〜15：10）

おおむね
1歳6か月児健診後〜
3歳5か月

子どもの発達についての
相談
※�来所時間は予約時に
　お知らせします。

2週間前まで
3〜5歳児発達相談
あいあいクラス
 要申込 � X

10（木）9：30〜15：15
（初回相談 9：30〜10：30）

おおむね
3歳6か月〜5歳

療育相談
 要申込 

14（月）9：30〜12：00
身体の発育、運動など
に心配のある子どもの
ための個別相談

専門医が相談に応じます。
●持ち物
母子健康手帳、バスタオル

1週間前まで

栄養士による個人相談
� ☎X

2（水）�10：00〜12：00 
13：00〜16：00

子どもの食生活について、栄養士が相談に応じます。なお、電話相
談も随時受け付けています。

健
診

乳児股関節脱臼検診
 要申込 

毎週（水）
受付 12：40〜13：00
総合健診センター（田向）

生後90日〜120日

●持ち物 母子健康手帳、バ
スタオル、「乳児健診受診票

（一式）」に同封されている
「股関節脱臼検診受診券」と
「親と子の健康度調査アン
ケート」

受診希望日の
3週間前まで

総合健診セン
ター（田向）
Ｔ70-5563

1歳6か月児健康診査
1（火） 5年11/2〜11/15生

対象者には約1か月前にお知らせします。
すくすく親子
健康課
Ｔ38-0712

15（火） 5年11/16〜11/27生
29（火） 5年11/28〜12/16生

3歳児健康診査
8（火） 3年12/30〜4年1/11生
22（火） 4年1/12〜1/30生

教
室

すくすく離乳食教室
 要申込 

11（金）
午前の部 10：30〜11：30
午後の部 13：30〜14：30

3〜5か月の赤ちゃん
の保護者
●定員 各回15組

講話、離乳食作りの見学
●持ち物
母子健康手帳、筆記用具

1週間前までにすくすく親子
健康課 Ｔ38-0712
子育て支援アプリ
母子モからも
申し込み可

そ
の
ほ
か

相
談

不妊専門相談
 要申込 � X

23（水）16：00〜17：00 不妊や不育症で悩む
夫婦など　●定員 2組 専門医が相談に応じます。 1週間前まで すくすく親子

健康課
Ｔ38-0714
　（専用電話）

性と健康の相談
� ☎X

（月）〜（金）　※（祝）を除く
9：00〜16：00

性や妊娠・生殖に関することについて保健師・助産師が相談に応じ
ます。

記号の説明　O オンライン相談　☎ 電話相談　X面談による相談　 要申込  申し込み必要

�会場名の記載がない事業の実施場所は、総合保健センター（田向三丁目6-1）です。7月の相談・教室など

　ヤングケアラーとは、家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子
ども・若者のことです。負担を抱え、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがあります。
　ヤングケアラーは、自分からサポートを求めることが難しいといわれています。支援を必要とし
ているのではないか、と感じる子どもや家族がいたら、お気軽にご連絡ください。
※メール相談もお受けします。 Ｅwelfarefamily@city.hachinohe.aomori.jp

詳しくは
こちら

ヤングケアラーかな?と思ったら、ご連絡を!� 問こども家庭相談室 Ｔ38-0704

子ども・子育てインフォメーション

令和7年7月号　広報はちのへ　7



●貸出対象 民間企業その他団体（個人を除く）
●貸出内容 授乳・おむつ替え用赤ちゃんテント
　　　　　 ※サイズ（展開時）幅2.1m×奥行き2.1m×高さ2.2m、重量11.5kg
　　　　　 ※折りたたみいす（大・小）、おむつ替え用おやすみマット、
　　　　　 　おむつ用ごみ箱、LEDランタンも貸し出し可能
●貸 出 料 無料（テントの運搬・設置などにかかる費用は使用者の負担）
●貸出期間 原則1週間以内
※申込方法など、詳しくは市ホームページをご覧ください。

授乳・おむつ替え用「赤ちゃんテント」を貸し出します� モ問こども未来課 Ｔ43-2167 

　赤ちゃん連れ家族の負担を軽減し、外出しやすい環境をつくるため、市内イベントなどの主
催者に赤ちゃんテントを貸し出す取り組みを行っています。おむつ交換や授乳スペースの確保
など、屋内外のイベントでぜひご活用ください。

詳しくは
こちら

モ問教育指導課 Ｔ43-9519

詳しくは
こちら

　市立小学校と県立特別支援学校小学部に在籍する全ての児童に、市内書店で使用できる「マ
イブッククーポン（1人2,000円分）」を配布し､自ら本を選び購入する体験を通して、読書に親
しむ環境をつくることを目的とした「マイブック推進事業」を実施しています。
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